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第 35阿近畿外科皐合

明初7年11月13日（日曜日）午前9時ヨリ，京都帝国大身長楽友曾飴エテ開催次ノ講演ガアJレ

1・ Lヴイタカンフアーり臨床的観察 庄山省三（京都）

2・ Lアーリン寸色素ノ毒物墜的並ニ外科臨床的考察（第1回報告）角 問 先 （京都）

3. Lヂアスターゼ寸／血管内注射ニ依ル血清並ニLアiターゼ「ノi向長ニ就テ

奥村哲三郎 （大阪）

4. 念性腸管閉塞症ノ際＝起Jレ過血糖ノ成立機鱒ト共意義ニ閥スJレ賞験的研究

!U （京都）

5. 諸疾患ニ於ナル腹水ノ Lヒスタ tン寸ニ就テ /if 光 i台 （大阪）

6. L才プソニン「検査ニ際シ，血液型考慮ノ重要性ニ就テ 木 日 直 一 （京都）
7. 化膿菌ノ血液感染＝閥ス Jレ血清化接的研究補遺（務報） 妊野就賄 （大阪）

8. 急性化膿性疾患ニ於クルー時性糖尿エ就テ 自慢 武踊 （大限）

9. 緑膿菌感染ユ針スJレ紫外線療法 イく成茂逸 （大阪）

10. 少クトモ4年間以上大腿筋肉内ニ建留サレタルしプム寸排膿管ノ1例

荻野合八 （大阪）

11. レントグシ拳的解者I］生；辺！ t.tf l本大雅 （京都）
12. 零月花ノ間欺的偏食ニ ヨリア費生スル海旗青／組織的鐙化ニ就テ

河野宗喜 （大｜坂）

13. 骨折ノ観血的療法トシテノ内軸法 て口と 間 久寸： （京都）

14. 走高跳ニ因Jレ腔骨凸超背・折 ｝ 2伊I] 富 :7K 賞 （大阪）

15. 副脊住膿蕩 横山哲雄 （京都）

16. 成汎ナ Jレ下顎骨切除ノ 1例 迫間 e」，h、 I辛γk－ （京都）

17. 先天性頬裂時）移ノ1例 同尾英美 （京都）

18. 肺結核111J”J療法トシテノ義布斯林ノ健fu!i i三羽粂義
山本貞良 （大阪）

19. 肺臓痛手術治験（患者1J~覚），附，局所麻酔.：. ii~ル卒鹿開胸術，及ピ問iJ定ノ部分的切

除ニ就テ （横棲チ田1：雅浩四古郎 （京都）

20. 肋膜ノ ~1111経ニ就テ （前小銭田原稿康干志A （高知）
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21. 腎腫蕩臨床診断上ノ注意 学才 城 逮 （京都）

22. 術前ニ診断サレタル腎般如症 庄山 省三 （京都）

23. 店大ナ Jレ先天性腎臓i混合腫蕗ノ 1治験例 I是 丈 夫 （大阪）

24. 脳外科ニ閥スJレ2,3ノ経験 荒木千里 （京都｝

25. 腸管ノ異常位置ト作用トノ開係 吉主幸雄太郎 (1岐阜）

26. 胃 徽 泰 迫間忠義 （京都）

27. 胃ノ比較的稀ナル腫蕩2例ニ就テ 鬼束惇哉 （京都）

28. 隣腸管残遺ノ 1伊l k』E チ1: 淑 （京都）

~9. 念性腸管閉塞症ノ；共閉塞部位ノ相違ニ依Jレ生存時間ノ長短ニ開スJレ賞験的肝究

¥U （京都）

30. 腸切除後再護テ起セ Jレ腸軍積症ノ 1伊l 野間千歳 （大阪）

31. Braun氏補助吻合部テ起感トシタ Jレ腸霊積 奥村吉丈 （京都j

32. 腸々吻合ニヨリテ生スソレ腸間膜間隙ニ就テ 苦・＿..，干 域 達 （京都）

33. 潜在セ Jレ腸結核穿孔ニ依Jレ念性臨膜炎 革島 貞吉 （京都）

34. 相異レル方針ニテ治癒シタル皮下腸管破裂症21111 I表 茂 （京都）

35. 移動性盲腸ノ診断ニ就テ 高 ~ K司・ 彰 （京都）

36. Retropositio coliニ因スル宵腸捻樽ノ 1'1JIJ 熊野政明 （紳戸）

37. 上行結腸ノ外科 宮司克巳 （京都｝

38. 晶様突起炎護作後ニ現）~ Jレ機械的Liレウス1ニ針スル治方針

仲間賞三郎 （京都）

39. 家兎晶様突起ノ血管系ニ就テ 河付謙 一 （京都）

40. 崎形腫（foetusin foetu) 高 ＇－｝；正 彰 （京都｝

41. 高度ナ Jレ腸脱出治験例 （来須正男 （京都）
角田英

42. 直腸周囲膿蕩切開後剥離脱出セシ直腸粘膜ノ標本w、覚 主曾永務長二郎 （大阪）

43. 歴迫示界法ノ；診断上ノ意義 ィi甥’琢二郎 （京都）

4.1. 植1之ノ仕方・ニ就テ 小津手Jl 香（京都）

45. 甲x犬l腺痛カ！偲性栴カ ~1. m 充 （京都）
41l. 汎護性乾癖 J？進地ニ費生シタ Jレ癌腫ノ 1例ニ就テ チi谷九左衛門 （鳥取J

47. 直腹筋内＝費生セ JレLベリテリオーム1 仲間賞三郎 （京都）

抄録ハ迫テ本誌事曾欄ニ掲戦ノ議定デアJレ。

確部教授御腸朝期

海外視察放行rJiノ磁部喜右衛門教授ハ，英米テ経テ，＊ル12月16日横演入港ノ IL本郵舶
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湾問丸一テ師朝サレJレ議定デアル。

瞥畢講習曾開催

昭和8年2月1日（水曜日）ヨリ同月21日（火曜日）迄京都子ii'闘大挙曹接部ニ於ア曹墜講習曾

テ開ク。志望者ハ昭和8年1月15日限リ出願セラレタイ。
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f 内 科 ・製

員j眼干l 感
i小児科謬

l耳鼻咽喉科感

100名

50名

50名

50名

外科書芸整形外科皐

婦人科易経産科肇

皮府病製徽毒製

60名

50名

50名

各製科ニ於ア出願者20名以上ニ主主セザノレ場合ニハ講義テ廃シ見・堅｝ tテ以テ開

講スルコトアJレペ シ。

講習料一撃科エ付金拾圃トシ願書 ト共ニ前納。

詳伽ハ京都帝岡大事留事部事務室へ御承合アリ タシ。
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東京市昭和高等寝祭事門事校外科撃教室

ク "' ~ 

"' ク ~ 

タ ~ 7 

ク タ 童書形外科事教室

新潟瞥科大串詮形外科感激室

ク ク ク

大阪市東成区東小橋北ノ町九丁目(l(j

轄 居

東京市杉並隠阿佐ヶ谷町3ノ2()0

神戸市雲井通6丁目2-i

)ij¥岡市平尾向田6!)

東京市小石川仮宮下町6!)

三重県系西桑名町字東常事華町41.S

京都府天田郡滴JlI東長

幸R

庄 同 作 繁‘

・富 11J奇 消ー 隆

ヰ本 臨 鯉

．鳴 揚 主ι長， 温－

粛 B長 幸 JI民

Iii 田 洋 1口= 

手本 敏 f踊

初 粂 義

鷹 汗E 久.;.. 

中新次郎

踊ヲ｜二元J之輔

佐 1担主 清 貴島

松 井 基

高 ー＋ L'i'i 誠


